
脱炭素技術等による工場・事業場の省CO2化加速事業（SHIFT事業）のうち、DX型CO2削減対策実行支援事業

No. GAJ事業番号 代表事業者 支援対象工場・事業場 所在地 事業実施期間

1 5411003 東洋不動産株式会社 板橋本町ビル 東京都板橋区 単年度

2 5411004 東洋不動産株式会社 八丁堀東興ビル 東京都中央区 単年度

3 5411005 中嶋産業株式会社 本社工場 大阪府大阪市 単年度

sf06Hp4



DXシステムCO2削減計画書

【実施計画】

【DXシステム計測の根拠・目的】 入力セル（入力すると無色になります） プルダウンメニュー選択セル 自動計算・自動転記セル

他の補助金に応募して対策実施予定 自費で対策実施 運用改善のみ

　SHIFT事業「省CO2型システムへの改修支援」に応募して対策実施予定の場合は、応募予定年度についても記入する。
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に
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測

（

※

１

）

1 8 電力
一部の部屋の換気について、現状は常時換気となっている可能性がある。適切な換気量になるよう調節することで、冷暖

房時の空調負荷の低減を行い、消費電力量の削減・CO2排出量の削減を図る。

4

換気設備の換気量適正化

（換気抑制）
可

可

3 8 可

空調設備

照明設備 運用改善2

電力
一部のフロア・エリアの空調について、現状は人がいない時間など不要時に使用されている可能性がある。使用ルールの策

定を含め運用改善を行い、空調の使用時間の削減を行うことで、消費電力量の削減・CO2排出量の削減を図る。
空調の不要時電源オフ 運用改善空調設備

空調の使用ルール策定・

不要時電源オフ

運用改善
換気設備の換気量適正

化（換気抑制）

照明の使用ルール策定・

不要時消灯

対象数
計測・分析項目

（※２）
計測目的・根拠／改善したい項目・内容（※３）

想定対策内容

（※４）

改善種別

（※５）

水平展開

（※7）

1 電力
一部のエリアの照明について、現状は使用していない時間など不要時に点灯している可能性がある。使用ルールの策定を

含め運用改善を行い、照明の使用時間の削減を行うことで、消費電力量の削減・CO2排出量の削減を図る。
照明の不要時消灯

事業者名 東洋不動産株式会社

事業場名 板橋本町ビル

年度】

現状の課題

（改善項目）

対象設備・機器・システム名

・一部の部屋の換気について、現状は常時換気となっている可能性があるため、適切な換気量になるよう調節することで空調負荷の削減余地を検討する。

・一部の照明について、現状は使用していない時間など不要時に点灯している可能性があるため、使用ルールの策定を含め運用改善を行うことで、消費電力の削減余地を検討する。

・一部の空調について、現状は使用していない時間など不要時に使用している可能性があるため、使用ルールの策定を含め運用改善を行うことで、消費電力の削減余地を検討する。

参考年度 581 t-CO2

事業期間

CO2排出量

DX型CO2削減対策

実行支援実施後の

設備対策実施方法 【応募年度

設備対策実施方法

（※6）

単年事業 2ヵ年事業

No.

SHIFT事業に応募して対策実施予定

5

GAJ 5411003

採択者一覧へ戻る



DXシステムCO2削減計画書

【実施計画】

【DXシステム計測の根拠・目的】 入力セル（入力すると無色になります） プルダウンメニュー選択セル 自動計算・自動転記セル

他の補助金に応募して対策実施予定 自費で対策実施 運用改善のみ

　SHIFT事業「省CO2型システムへの改修支援」に応募して対策実施予定の場合は、応募予定年度についても記入する。
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1 8 電力
一部の部屋の換気について、現状は常時換気となっている可能性がある。適切な換気量になるよう調節することで、冷暖

房時の空調負荷の低減を行い、消費電力量の削減・CO2排出量の削減を図る。

4

換気設備の換気量適正化

（換気抑制）
可

可

3 8 可

空調設備

照明設備 運用改善2

電力
一部のフロア・エリアの空調について、現状は人がいない時間など不要時に使用されている可能性がある。使用ルールの策

定を含め運用改善を行い、空調の使用時間の削減を行うことで、消費電力量の削減・CO2排出量の削減を図る。
空調の不要時電源オフ 運用改善空調設備

空調の使用ルール策定・

不要時電源オフ

運用改善
換気設備の換気量適正

化（換気抑制）

照明の使用ルール策定・

不要時消灯

対象数
計測・分析項目

（※２）
計測目的・根拠／改善したい項目・内容（※３）

想定対策内容

（※４）

改善種別

（※５）

水平展開

（※7）

1 電力
一部のエリアの照明について、現状は使用していない時間など不要時に点灯している可能性がある。使用ルールの策定を

含め運用改善を行い、照明の使用時間の削減を行うことで、消費電力量の削減・CO2排出量の削減を図る。
照明の不要時消灯

事業者名 東洋不動産株式会社

事業場名 八丁堀東興ビル

年度】

現状の課題

（改善項目）

対象設備・機器・システム名

・一部の部屋の換気について、現状は常時換気となっている可能性があるため、適切な換気量になるよう調節することで空調負荷の削減余地を検討する。

・一部の照明について、現状は使用していない時間など不要時に点灯している可能性があるため、使用ルールの策定を含め運用改善を行うことで、消費電力の削減余地を検討する。

・一部の空調について、現状は使用していない時間など不要時に使用している可能性があるため、使用ルールの策定を含め運用改善を行うことで、消費電力の削減余地を検討する。

参考年度 186 t-CO2

事業期間

CO2排出量

DX型CO2削減対策

実行支援実施後の

設備対策実施方法 【応募年度

設備対策実施方法

（※6）

単年事業 2ヵ年事業

No.

SHIFT事業に応募して対策実施予定

5

GAJ 5411004

採択者一覧へ戻る



DXシステムCO2削減計画書

【実施計画】

【DXシステム計測の根拠・目的】 入力セル（入力すると無色になります） プルダウンメニュー選択セル 自動計算・自動転記セル

他の補助金に応募して対策実施予定 自費で対策実施 運用改善のみ

　SHIFT事業「省CO2型システムへの改修支援」に応募して対策実施予定の場合は、応募予定年度についても記入する。
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）

1 2 電力
DXシステムを配電盤に設置し、対象機器の稼働時間および稼働時・待機時の電力使用量を把握し、高効率機器を導

入した場合との消費電力の比較を行う。

4

高効率レーザー加工機への更

新
ー

可

3 3 可

金属加工設備（レーザー加工機）

圧空システム 運用改善2

電力
一部の部屋の換気について、現状は常時換気となっている可能性がある。適切な換気量になるよう調節することで、冷暖

房時の空調負荷の低減を行い、消費電力量の削減・CO2排出量の削減を図る。

換気設備の換気量適正化

（換気抑制）
運用改善空調設備

換気設備の換気量適正

化（換気抑制）

レーザー加工機の使用

ルール策定・不要時消灯

設備導入（更新）
高効率レーザー加工機の

導入

コンプレッサー吐出圧力の

圧力設定変更

対象数
計測・分析項目

（※２）
計測目的・根拠／改善したい項目・内容（※３）

想定対策内容

（※４）

改善種別

（※５）

水平展開

（※7）

1 電力
DXシステムを配電盤に設置し、対象機器の稼働時間および稼働時・待機時の電力使用量を把握する。測定データをもと

に、設備の稼働スケジュールの見直し余地を検討し、消費電力の削減余地を検討する。

レーザー加工機の稼働時間適

正化
金属加工設備（レーザー加工機）

3 圧力・電力

プロセス側の圧力に対し、コンプレッサーの吐出圧の方が比較的高いため、コンプレッサー吐出圧力を設定変更（減圧）し

て、コンプレッサーの消費電力の削減を図る。DXシステムを配電盤に設置し、該当機器の設定変更前後の機器稼働時・

待機時の電力を測定することで、消費電力量の削減効果を測定する。「別紙1 別添２ DXシステムシート」の計測対象B

の機器について、該当機器の配電盤内の配線にクランプを設置し消費電力量を測定・記録する。圧力設定変更が可能

な状態は、計測対象Bの設定圧力を目視で確認することによって行う。

コンプレッサーの吐出圧力低減

による消費電力の削減

事業者名 中嶋産業株式会社

事業場名 本社工場

8 年度】

現状の課題

（改善項目）

対象設備・機器・システム名

・既存レーザー加工機は老朽化に伴い、効率が悪くなっていると考えられるため、設備使用状況及びエネルギー効率、および投資回収年数を踏まえた設備導入対策を検討する必要がある。

・コンプレッサーについて、吐出圧力設定の変更（減圧）による運用改善を図りたい。また、既存機器の老朽化に伴い、設備導入対策を検討する必要がある。

・空調設備について、設定温度緩和・空調室外機フィンの清掃・換気量の調整など、運用改善によって消費電力の削減余地がある。

・一部の照明について、現状は使用していない時間など不要時に点灯しているため、使用ルールの策定を含め運用改善を行うことで、消費電力の削減余地がある。

参考年度 511 t-CO2

事業期間

CO2排出量

DX型CO2削減対策

実行支援実施後の

設備対策実施方法 【応募年度

設備対策実施方法

（※6）

単年事業 2ヵ年事業

No.

SHIFT事業に応募して対策実施予定

可

5

運用改善

GAJ 5411005

採択者一覧へ戻る




